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周辺の沖積地、及び同時代の土器を用いた。

ア)沖積地の資料についてo (図 4) 

[1沖積地の資料は、現河床面、及び田方平野各所の沖積土を用いた(試料点数約 50)0その時

代は、全て約 3000年より新しいものである(カワゴ平パミス起源の鉱物を混入している事から)0

iすy

[1窮状地の資料 10点、は、黄瀬川と狩野Jflの合流点付近の各地で採集した(時代はやはり 3000

しい)。

につい '-0

ものを用いた。(図 5) 
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C.安久遺跡(函 8) 

ア)弥生時代の土器M間体は、全て遺跡、の近辺

の、同一地点で作られた様に思われる O

イ)五領期の土器 13{~体のうち、 11 個体は遺跡、

の近辺で作られた様である o 1 {~体 (No.8) は、鉱物の特徴から見ると、静岡県西部地域の同時

り合う O まさに遺跡の近辺)作製されたものと

われる O

なお、鉱物組成で普通輝石が多い土器が自立つ

が(山木遺跡、の土器も同様な傾向がある)、これは

原料の粘土に由来するものと思われる O

を時代別に見る七時期ごとに鉱物組成が

なる、これは、各時期ごと を変えて

いた識を示している O

なお、 NO.27の土器の作製地は、不明である O
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ない。

期の土器とよく似ている O 他の 1個体(No. 11)は胎土に殆ど砂粒を含まず、作製地の推定はでき

ウ) 13個体の 7個体は遺跡の近辺で作ら るO 他の S個体のうち、 5{閤

るl個体 (N0.30) は胎土に殆(N o. 18， 19， 21， 27， 29) は、地所で作られた

ど砂粒を含まず、作製地の推定はできない。

この時期の遺跡の近辺で作られたと思われる土器は、

し一方で、他地域で作られた土器が多いのが特徴的である O これは、

外部との接触が容易だった為と忠われる O この傾向は、狩野}[[河口付近にあった、

ある O しか

めて近く、

え」

と似た傾向を示す事かちもうかがえる O

時代別に見ると、本遺跡では、弥生時代から和泉期にかけて、遺跡、近辺での土器作製地は殆ど変化

していない。ただし時代がくだると、他地域からの土器の搬入が自

5.務わりに

の報告は、

び各種資料の提供、

になる O

を非常に省略した、十分ι納得していただけるか不安である O なお、土器およ

を、県内各地の市町の教育委員会の方々からいただいた、感謝の意を表します。
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